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元
禄
二
年
（
１
６
８
９
）
八
月
二
十
日
頃
、
奥
の
細
道
旅
行
全
行

程
六
百
里
を
踏
破
し
て
、
美
濃
国
大
垣
に
到
着
し
た
松
尾
芭
蕉
は
、

約
二
週
間
休
養
を
兼
ね
て
当
地
に
逗
留
し
て
い
た
が
、
紀
行
文
『
奥

の
細
道
』
に
よ
れ
ば
、「
旅
の
も
の
う
さ
も
、
い
ま
だ
や
ま
ざ
る
に
、

長
月
六
日
に
な
れ
ば
、
伊
勢
の

せ
ん

宮ぐ
う

お
が
ま
ん
と
（
長
旅
の
疲
れ
も

ま
だ
抜
け
切
っ
て
い
な
い
重
い
気
分
な
が
ら
、
九
月
六
日
に
な
っ
た

の
で
、
十
日
の
伊
勢
神
宮
の
遷
宮
式
を
拝
も
う
と
）」、
九
月
六
日
大

垣
船
町
川
湊
よ
り
船
に
乗
っ
て
水
門
川
を
下
り
、伊
勢
に
向
か
っ
た
。

伊
勢
到
着
は
十
一
日
、
内
宮
の
遷
宮
式
は
既
に
終
わ
っ
て
い
た
。
だ

が
十
三
日
の
外
宮
の
第
四
十
六
回
式
年
遷
宮
の
儀
式
を
拝
す
る
事
が

出
来
、こ
の
時
に
詠
ま
れ
た
句
が
、「
尊
さ
に
皆
お
し
あ
ひ
ぬ
御
遷
宮
」

で
あ
る
。
こ
の
句
の
句
碑
が
、
平
成
二
十
五
年
（
２
０
１
３
）
四
月

十
四
日
、
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
式
に
併
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
参
宮
線
伊
勢

市
駅
前
広
場
に
建
立
さ
れ
た
。
黒
御
影
石
の
大
変
美
し
い
句
碑
で
あ

る
。
こ
の
句
碑
も
合
わ
せ
て
、
現
在
伊
勢
市
内
に
は
、
芭
蕉
の
句
碑

が
八
基
建
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
八
基
の
う
ち
七
基
は
、
芭
蕉
が
伊

勢
に
来
て
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。

１
．
道
の
辺
の
木む

く
げ槿

は
馬
に
喰
は
れ
け
り

　
　
　
　
　
　

貞
享
元
年　

野
ざ
ら
し
紀
行

　
　
　

詠
句
場
所　

馬
上
吟　

佐
夜
中
山
付
近

　
　
　

句
碑　

伊
勢
市
岡
本
三
丁
目
豊
宮
崎
文
庫
跡

２
．
何
の
木
の
花
と
は
知
ら
ず
匂
哉

　
　
　
　
　
　

元
禄
元
年　

笈
の
小
文

　
　
　

詠
句
場
所　

伊
勢
山
田

　
　
　

句
碑　

伊
勢
市
岡
本
一
丁
目
祖
霊
社
境
内

３
．
藪
椿
門か

ど

は
葎
の
若
葉
哉

　
　
　
　
　
　

元
禄
元
年　

真
蹟
詠
草

恒

松
　

侃

伊
勢
神
宮
参
詣　

松
尾
芭
蕉
と
西
行
法
師
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詠
句
場
所　

二
乗
軒
（
伊
勢
市
船
江
大
江
寺
境
内
草
庵
か
）

　
　
　

句
碑　

伊
勢
市
船
江
三
丁
目
瑞
泉
院
境
内

４
．
神
垣
や
お
も
ひ
も
か
け
ず
涅ね

槃は
ん

像ぞ
う

　
　
　
　
　
　

元
禄
元
年　

笈
の
小
文

　
　
　

詠
句
場
所　

伊
勢
神
宮
外
宮
の
館た

ち

　
　
　

句
碑　

伊
勢
市
朝あ

さ

熊ま

山や
ま

金
剛
証
寺
境
内

５
．

あ
き

の
風
伊
勢
の
墓
原
な
ほ
す
ご
し

　
　
　
　
　
　

元
禄
二
年　

花は
な

摘つ
み

　
　
　

詠
句
場
所　

伊
勢
中
村

　
　
　

句
碑　

伊
勢
市
一
之
木
一
丁
目
常
明
寺
境
内

６
．
門も

ん

に
い
れ
ば
蘇
鉄
に
蘭
の
匂
哉

　
　
　
　
　
　

元
禄
二
年　

笈
日
記

　
　
　

詠
句
場
所　

伊
勢
浦
口
守
栄
院

　
　
　

句
碑　

伊
勢
市
浦
口
町
法
住
院
境
内

７
．
う
た
が
ふ
な
潮う

し
ほ

の
花
も
浦
の
春

　
　
　
　
　
　

元
禄
二
年　

泊
船
集

　
　
　

詠
句
場
所　

二
見
が
浦

　
　
　

句
碑　

伊
勢
市
二
見
町
二
見
浦
海
岸

８
．
尊
さ
に
皆
お
し
あ
ひ
ぬ
御
遷
宮

　
　
　
　
　
　

元
禄
二
年　

真
蹟
懐
紙

　
　
　

詠
句
場
所　

伊
勢
神
宮
外
宮

　
　
　

句
碑　

Ｊ
Ｒ
参
宮
線
伊
勢
市
駅
前
広
場

　

松
尾
芭
蕉
は
伊
勢
に
来
て
二
十
四
句
詠
ん
で
い
る
。
貞
享
元
年

（
１
６
８
４
）
に
四
句
、
元
禄
元
年
（
１
６
８
８
）
に
十
三
句
、
そ

し
て
元
禄
二
年
（
１
６
８
９
）
に
七
句
で
あ
る
。
注
釈
書
等
に
記
載

さ
れ
て
い
る
松
尾
芭
蕉
の
伊
勢
旅
行
は
、
貞
享
元
年
野
ざ
ら
し
紀
行

旅
行
の
時
、
元
禄
元
年
笈
の
小
文
旅
行
、
そ
し
て
元
禄
二
年
奥
の
細

道
旅
行
後
の
三
回
で
あ
る
。
だ
が
実
際
は
松
尾
芭
蕉
は
、
六
回
以
上

伊
勢
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
貞
享
五
年

（
１
６
８
８
）
二
月
記
述
の
俳
文
伊
勢
参
宮
（
何
の
木
の
花
の
詞
書
、

出
典
花
は
さ
く
ら
）
に
、「
貞
享
五い

つ

と
せ
如
月
の
末
、
伊
勢
に
詣
づ
。

此こ
の

御お
ん

前ま
へ

の
つ
ち
を
踏ふ

む

事
、
今
五い

つ

度た
び

に
及
び
侍
り
ぬ
。」
と
あ
り
、
こ

の
五
度
に
元
禄
二
年
九
月
の
参
詣
を
加
え
る
と
、
合
計
六
回
芭
蕉
は

伊
勢
に
赴
き
、
伊
勢
神
宮
に
参
詣
し
た
事
に
な
る
。

　

松
尾
芭
蕉
は
江
戸
下
向
以
来
、
俳
諧
活
動
の
拠
点
に
な
っ
た
地
域

以
外
は
、
そ
の
訪
問
し
た
地
に
数
日
間
、
十
数
日
間
滞
留
す
る
事
は

あ
っ
て
も
、
再
度
訪
問
す
る
事
は
な
か
っ
た
。
足
掛
け
六
箇
月
の
日

数
と
、
六
百
里
の
行
程
を
か
け
た
奥
の
細
道
旅
行
に
お
い
て
も
、
そ

の
旅
行
中
に
日
程
の
都
合
上
再
度
訪
問
し
た
場
所
は
あ
っ
て
も
、
旅

行
後
改
め
て
訪
問
す
る
事
は
な
か
っ
た
。
そ
の
芭
蕉
に
対
し
て
西
行

法
師
は
、
例
え
ば
奥
州
旅
行
を
、
康
治
二
年
（
１
１
４
３
）
春
頃
と
、

四
十
二
年
後
の
文
治
二
年
（
１
１
８
６
）
七
月
頃
と
、
二
度
行
っ
て

い
る
。

　

松
尾
芭
蕉
の
江
戸
下
向
後
の
、
俳
諧
活
動
等
に
よ
る
多
数
回
滞
留

箇
所
及
び
滞
留
回
数
は
、
次
の
表
の
如
く
七
箇
所
で
あ
る
。
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多
数
回
滞
留
箇
所

滞
留
回
数

伊
賀
上
野
帰
郷

大
津
滞
留

京
都
滞
留

膳
所
滞
留

名
古
屋
・
熱
田
・
鳴
海
滞
留

伊
勢
滞
留

大
垣
滞
留

十
二
回

十
二
回

十
一
回

　

七
回

　

六
回

　

六
回

　

四
回

　

松
尾
芭
蕉
は
貞
享
五
年
二
月
の
俳
文
伊
勢
参
宮
に
よ
っ
て
、
伊
勢

神
宮
に
六
回
参
詣
し
た
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
こ
の
回
数
以

上
に
、
伊
勢
神
宮
に
参
詣
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
松
尾
芭
蕉
は
、
寛
文
十
二
年
（
１
６
７
２
）
春
江
戸
下

向
以
来
、
前
表
が
示
す
如
く
、
郷
里
伊
賀
上
野
に
十
二
回
帰
郷
し
て

い
る
。
こ
の
十
二
回
の
帰
郷
の
中
で
、
僅
か
数
日
間
滞
在
し
た
も
の

も
あ
れ
ば
、
一
箇
月
滞
留
が
二
回
、
二
箇
月
以
上
滞
留
が
二
回
、
三

箇
月
滞
留
が
一
回
あ
る
。
勿
論
こ
の
長
期
滞
留
中
に
俳
事
を
重
ね
た

り
、
郷
里
に
お
い
て
何
か
と
忙
し
い
日
々
を
送
る
事
が
殆
ど
で
あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
が
、貞
享
五
年
帰
郷
中
、「
伊
賀
の
山
家
に
あ
り
て
」

と
題
し
て
、「
手
鼻
か
む
音
さ
へ
梅
の
さ
か
り
哉
」（
蕉
翁
句
集
・
土

芳
編
）
と
詠
ん
で
お
り
、
こ
の
よ
う
な
長
閑
な
伊
賀
上
野
滞
留
中
の

句
も
あ
る
。

　

松
尾
芭
蕉
は
伊
賀
上
野
滞
留
中
に
、
何
回
か
は
伊
勢
参
宮
を
行
っ

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
元
禄
時
代
津
を
経
由
し
て
、
伊
賀
上

野
か
ら
神
宮
ま
で
の
伊
勢
街
道
は
既
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
伊
賀
上

野
か
ら
の
伊
勢
参
宮
は
、大
変
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

伊
勢
は
俳
諧
の
祖
で
あ
る
荒
木
田
守
武
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
従
っ

て
神
宮
神
官
や
御
師
達
に
俳
諧
を
嗜
む
者
が
多
く
、
芭
蕉
の
門
人
等

も
多
く
、
俳
諧
興
行
等
もし

ば
し
ば

屢
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

三
重
県
津
市
柳
山
津
興
に
、
阿
漕
塚
と
い
う
塚
が
あ
り
、
石
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。
津
市
の
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
て
、
伊
勢
参
宮

名
所
図
会
に
収
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
阿
漕
塚
に
つ
い
て
津
市
観
光

協
会
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
、
阿
漕
塚
の
由
来
と
題
し
た
掲
示
板

を
、
塚
の
傍
ら
に
建
て
て
い
る
。

　

こ
の
塚
の
近
く
の
阿
漕
浦
海
岸
は
、
伊
勢
神
宮
御
用
の
禁
漁
区

で
、
魚
を
捕
獲
す
る
事
の
出
来
な
い
場
所
に
な
っ
て
い
た
が
、
平
治

と
い
う
親
孝
行
な
漁
夫
は
、
矢や

柄が
ら

と
い
う
魚
が
母
の
病
気
の
妙
薬
で

あ
る
と
聞
い
て
、
禁
制
を
犯
し
て
矢
柄
を
捕
っ
た
為
捕
え
ら
れ
て
、

法
に
よ
っ
て
簀
巻
に
さ
れ
、
沖
深
く
沈
め
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
と
、

そ
の
掲
示
板
に
記
し
て
あ
る
。「
あ
こ
ぎ
だ
（
や
り
方
が
ひ
ど
す
ぎ

る
）」
と
い
う
言
葉
の
語
源
に
な
っ
た
事
件
で
、
後
に
土
地
の
人
々

が
平
治
の
霊
を
慰
め
、
孝
心
を
讃
え
る
為
に
阿
漕
浦
近
く
の
こ
の
場

所
に
、
建
立
期
日
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
塚
が
築
か
れ
、
天
明
二
年

（
１
７
８
２
）
こ
の
塚
の
上
に
阿
漕
塚
碑
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
塚
に
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は
現
在
で
も
献
花
が
絶
え
な
い
。

　

松
尾
芭
蕉
は
期
日
は
未
詳
で
あ
る
が
、
勿
論
石
碑
建
立
以
前
で
あ

る
が
、
伊
勢
参
宮
の
途
中
そ
こ
を
訪
れ
、「
月
の
夜
の
何
を
阿
古
木

に
啼
く
千
鳥
」
と
詠
ん
だ
。
大
変
有
名
な
句
で
あ
る
が
、
こ
の
句
は

野
ざ
ら
し
紀
行
に
も
、
笈
の
小
文
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
松
尾

芭
蕉
の
他
の
句
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
塚
が
築
か
れ
て
い
る

阿
漕
塚
公
園
に
は
、
松
尾
芭
蕉
の
こ
の
句
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
て
い

る
。
文
化
十
三
年
（
１
８
１
６
）
建
立
と
、
句
碑
の
背
面
に
記
さ
れ

て
い
る
。平
治
伝
説
は
謡
曲
阿
漕
と
し
て
戯
曲
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、

芭
蕉
は
早
く
か
ら
こ
の
伝
説
を
知
っ
て
お
り
、
伊
賀
上
野
か
ら
伊
勢

神
宮
参
詣
の
途
次
、
こ
の
塚
に
立
ち
寄
っ
て
句
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

松
尾
芭
蕉
の
神
仏
へ
の
参
詣
の
念
は
強
く
、
鹿
島
紀
行
の
如
く
参

詣
だ
け
を
目
的
と
し
た
旅
行
も
あ
れ
ば
、
名
古
屋
・
熱
田
・
鳴
海
に

滞
留
中
は
必
ず
熱
田
神
宮
に
参
詣
し
、
笠
寺
の
天
林
山
笠
覆
寺
、
名

古
屋
円
頓
寺
、新
道
の
法
蔵
寺
、大
曽
根
成
就
院（
現
妙
見
山
了
義
院
）

等
、
数
多
く
の
神
社
・
寺
院
に
参
詣
し
て
い
る
。
松
尾
芭
蕉
の
奥
の

細
道
旅
行
目
的
は
、
能
因
法
師
や
西
行
法
師
等
の
歌
枕
探
訪
、
東
北
・

北
陸
各
地
で
俳
事
を
重
ね
る
事
に
あ
っ
た
が
、
曽
良
隨
行
日
記
の
記

録
に
よ
れ
ば
、
奥
の
細
道
旅
行
中
芭
蕉
は
、
五
十
三
箇
所
の
神
社
・

寺
院
に
参
詣
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
十
三
箇
所
の
神
社
・
寺
院
参
詣

は
、
勿
論
宿
泊
を
目
的
と
し
て
立
ち
寄
り
、
参
詣
し
た
所
も
数
箇
所

は
あ
る
が
、
六
月
三
日
か
ら
六
月
九
日
に
か
け
て
登
頂
し
た
出
羽
三

山
（
羽
黒
山
・
月
山
・
湯
殿
山
）
参
詣
は
、
単
な
る
物
見
遊
山
的
参

詣
で
は
、
果
た
し
得
な
い
登
頂
で
あ
る
。
三
山
に
対
す
る
強
い
信
念

と
信
仰
心
が
な
け
れ
ば
、
絶
対
に
参
詣
す
る
事
は
出
来
な
い
。
羽
黒

山
は
現
世
を
意
味
す
る
山
で
標
高
は
四
一
四
ｍ
、
月
山
は
死
の
世
界

を
意
味
す
る
山
で
標
高
は
一
九
八
四
ｍ
、
そ
し
て
湯
殿
山
は
再
生
を

意
味
す
る
山
で
標
高
は
一
五
〇
〇
ｍ
。
何
れ
も
険
し
い
山
々
で
、
壮

年
を
過
ぎ
旅
に
疲
れ
た
体
で
登
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
厳
し
く
険
し

く
、
芭
蕉
は
奥
の
細
道
に
月
山
参
詣
の
事
を
、「
雲
霧
山
気
の
中
に

氷
雪
を
踏ふ

ん

で
の
ぼ
る

こ
と

八
里
、
更
に
日じ

つ

月げ
つ

行ぎ
や
う

道だ
う

の
雲
関
に
入い

る

か
と
あ

や
し
ま
れ
、
息
絶
へ
身
こ
ゞ
へ
て
頂
上
に
至
れ
ば
、
日
没ぼ

つ
し

て
月
あ
ら

は
る
。
笹
を
鋪
、
篠
を
枕
と
し
て
、
臥ふ

し

て
（
雲
や
霧
や
山
の
気
配
の

満
ち
満
ち
た
中
に
、
凍
っ
た
雪
を
踏
ん
で
行
く
。
八
里
程
登
る
と
更

に
太
陽
や
月
の
通
り
道
で
あ
る
雲
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
怪
し
く
思
わ
れ
る
程
で
、
息
が
出
来
な
く
な
り
、
体
も
凍
え

て
し
ま
う
。
頂
上
に
着
く
と
太
陽
が
沈
み
、
月
が
昇
っ
て
来
る
。
笹

を
敷
き
篠
を
枕
に
し
て
寝
る
。）」
と
記
し
て
い
る
。
芭
蕉
は
奥
の
細

道
旅
行
出
発
当
初
か
ら
、
出
羽
三
山
参
詣
を
望
み
、
強
い
信
念
と
厚

い
信
仰
心
で
も
っ
て
、
登
頂
参
詣
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

五
月
十
七
日
松
尾
芭
蕉
は
尾
花
沢
に
到
着
し
、
鈴
木
清
風
を
訪
ね

て
い
る
。
そ
の
時
の
事
を
奥
の
細
道
に
、「
尾
花
沢
に
て
清
風
と
云い

ふ

も
の
を
尋
ぬ
。
か
れ
ハ
富と

め

る
も
の
な
れ
ど
も
、
心
ざ
し
い
や
し
か
ら

ず
。
都
に
も
折
�
か
よ
ひ
て
、
さ
す
が
に
旅
の
情
を
も
し
り
た
れ
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バ
、
日
比
と
ゞ
め
て
、
長
途
の
い
た
は
り
、
さ
ま
〴
〵
に
も
て
な
し

侍
る
（
尾
花
沢
で
清
風
と
い
う
者
を
訪
ね
た
。
こ
の
人
は
金
持
ち
で

は
あ
る
が
、
金
持
ち
に
あ
り
が
ち
な
心
の
卑
し
さ
が
な
い
。
ま
た
都

に
も
折
々
往
来
し
て
旅
の
気
持
ち
も
知
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
達
を

何
日
も
引
き
と
め
、
長
旅
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
と
も
て
な

し
て
く
れ
た
）」
と
あ
り
、
曽
良
隨
行
日
記
に
も
五
月
十
七
日
清
風

宅
に
到
着
し
、
翌
十
八
日
に
尾
花
沢
養
泉
寺
に
移
り
、
二
十
一
日
、

二
十
三
日
は
清
風
宅
に
宿
泊
す
る
が
、
他
の
日
は
養
泉
寺
で
俳
事
を

重
ね
て
い
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
結
局
は
芭
蕉
は
七
日
間
養
泉
寺

で
過
ご
す
事
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
宿
泊
し
俳
事
を
行
う
事

も
、
寺
院
参
詣
の
理
由
な
の
で
あ
る
。
清
風
が
芭
蕉
を
養
泉
寺
に
案

内
し
た
理
由
は
、
地
元
尾
花
沢
の
多
く
の
俳
人
達
が
気
楽
自
由
に
芭

蕉
を
訪
ね
、
俳
事
を
重
ね
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
と
の
配
慮
に
よ
る

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
清
風
や
尾
花
沢
の
人
々
の
勧
め

に
よ
っ
て
、
予
定
外
で
は
あ
っ
た
が
立
石
寺
に
参
詣
し
、
あ
の
名
句

「
閑し

づ
か

さ
や
岩
に
し
み
入い

る

蟬
の
声
」
を
詠
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　

伊
勢
神
宮
は
、
松
尾
芭
蕉
に
と
っ
て
、
決
し
て
参
詣
し
や
す
い
神

社
で
は
な
か
っ
た
。
貞
享
元
年
（
１
６
８
４
）
八
月
二
十
日
頃
、
芭

蕉
は
野
ざ
ら
し
紀
行
旅
行
中
、
十
日
間
伊
勢
に
滞
留
し
て
い
る
。
そ

の
時
の
様
子
が
、
野
ざ
ら
し
紀
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

松
葉
屋
風ふ

う

瀑ば
く

が
伊
勢
に
有あ

り

け
る
を
尋た

づ
ね

音お
と

信づ
れ

て
、
十
日
計ば

か
り

足
を

と
ゞ
む
。
腰
間
に
寸
鉄
を
お
び
ず
、
襟え

り

に
一い

ち

囊な
う

を
か
け
て
、
手
に

十
八
の
珠た

ま

を
携た

づ
さ

ふ
。
僧
に
似
て
塵ち

り

有あ
り

、
俗
に
ゝ
て
髪か

み

な
し
。
我
僧

に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
浮ふ

屠と

の
属ぞ

く

に
た
ぐ
へ
て
、
神
前
に
入い

る

事こ
と

を
ゆ
る
さ
ず
。（
松
葉
屋
風
瀑
が
ち
ょ
う
ど
伊
勢
に
居
合
せ
た
の

を
尋
ね
て
行
っ
て
、
十
日
ほ
ど
滞
在
し
た
。
私
の
姿
は
、
腰
に
短

刀
一
つ
差
さ
ず
、
首
に
頭ず

陀だ

袋ぶ
く
ろ

を
か
け
、
手
に
数
珠
を
持
っ
て
い

る
。
僧
の
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
俗
人
め
い
て
お
り
、
俗
人
の
よ
う

で
い
て
頭
に
髪
を
結
っ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
格
好
の
私
は
、
僧
で

は
な
い
の
だ
が
、
髪
を
結
わ
な
い
も
の
は
僧
侶
の
仲
間
と
み
て
、

神
前
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。）

　

神
道
に
は
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。
唯
一
神
道
と
称
す
る
系
統
と
、

両
部
神
道
と
称
す
る
系
統
で
あ
る
。
唯
一
神
道
と
称
す
る
系
統
は
、

儒
教
や
仏
教
等
の
他
の
宗
教
の
教
義
を
一
切
取
り
入
れ
な
い
、
純
粋

の
神
道
を
主
張
す
る
派
で
、
神
仏
混
淆
を
嫌
う
。
伊
勢
神
宮
は
こ
の

唯
一
神
道
系
統
に
属
し
、
従
っ
て
僧
尼
及
び
僧
尼
ら
し
き
風
体
を
し

て
い
る
者
が
、
神
前
に
額
づ
く
事
を
拒
否
し
て
、
ど
う
し
て
も
参
拝

を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
は
、僧
尼
拝
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
こ
か
ら
遥
拝
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
。
内
宮
の
場
合
は
現
在
の
風か

さ

日ひ
の

祈み
の

宮み
や

橋ば
し

の
辺
り
か
ら
、
外
宮
の
場
合
は
多
賀
宮
付
近
か
ら
遥
拝
す

る
事
に
な
っ
て
い
た
。
松
尾
芭
蕉
は
俗
人
で
あ
る
が
、
剃
髪
を
し
頭

陀
袋
を
下
げ
て
い
た
の
で
、
僧
侶
と
見
な
さ
れ
た
。

　

両
部
神
道
は
神
仏
一
体
を
説
く
派
で
、神
と
仏
と
は
同
体
で
あ
り
、

天
照
大
御
神
は
大
日
如
来
で
あ
る
と
説
く
本
地
垂
迹
説
に
基
づ
く
信

仰
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
松
尾
芭
蕉
が
最
も
心
を
許
す
八
幡
神
社
系
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統
は
、
こ
の
派
に
属
し
て
い
る
。
八
幡
神
社
系
統
は
、
僧
尼
の
神
前

参
詣
に
対
し
て
は
非
常
に
寛
容
で
あ
る
。

　

松
尾
芭
蕉
は
元
禄
三
年
（
１
６
９
０
）
四
月
六
日
か
ら
七
月

二
十
三
日
ま
で
、
大
津
国
分
山
幻
住
庵
に
滞
留
し
た
。
そ
の
入
庵
に

当
た
っ
て
、
幻
住
庵
記
（『
猿
蓑
』
所
収
本
）
冒
頭
に
、
次
の
如
く

記
し
て
い
る
。

　
　

石
山
の
奥
、
岩
間
の
う
し
ろ
に
山
有あ

り

、
国
分
山
と
云い

ふ

。
そ
の
か

み
国
分
寺
の
名
を
伝
ふ
な
る
べ
し
。
麓
に
細
き
流な

が
れ

を
渡
り
て
、
翠

微
に
登
る
事
三
曲
二
百
歩
に
し
て
、
八
幡
宮
た
ゝ
せ
た
ま
ふ
。
神

体
は
弥
陀
の
尊
像
と
か
や
。
唯
一
の
家
に
は
甚は

な
は
だ
い
む忌

な
る
事
を
、
両

部
光
を
和や

は
ら

げ
、
利り

益や
く

の
塵ち

り

を
同
じ
う
し
た
ま
ふ
も
又
貴た

ふ
と

し
。
日ひ

比ご
ろ

は
人
の
詣ま

う
で

ざ
り
け
れ
ば
、
い
と
ゞ
神
さ
び
物
し
づ
か
な
る

か
た
は
ら

傍
に
、

住す
み

捨す
て

し
草
の
戸
有あ

り

。
よ
も
ぎ
、
根
笹
軒
を
か
こ
み
、
屋
ね
も
り
壁

落お
ち

て
、
狐こ

狸り

ふ
し
ど
を
得
た
り
。
幻
住
庵
と
云
。（
石
山
の
奥
で
、

岩
間
山
の
後
ろ
に
山
が
あ
る
。
名
を
国
分
山
と
言
う
。
昔
、
国
分

寺
の
あ
っ
た
の
が
こ
の
辺
で
あ
る
が
、
そ
の
名
を
伝
え
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
麓
の
細
い
流
れ
を
渡
り
、
山
の
中
腹
へ
登
る
事
三
曲

り
二
百
歩
程
で
、
八
幡
宮
が
建
っ
て
い
る
。
御
神
体
は
阿
弥
陀
の

尊
像
だ
と
か
。
唯
一
神
道
の
家
で
は
甚
だ
嫌
う
事
で
あ
る
が
、
こ

の
お
社
は
神
仏
一
体
の
両
部
神
道
で
、
神
と
仏
が
互
い
に
鋭
い
光

を
和
ら
げ
、
俗
塵
の
中
で
利
益
を
施
し
て
下
さ
る
事
も
、
ま
た
尊

い
事
で
あ
る
。
普
段
は
参
詣
す
る
人
も
な
い
の
で
、
大
変
神
々
し

く
物
静
か
で
あ
っ
て
、
そ
の
傍
ら
に
あ
る
人
の
住
み
捨
て
た
草
庵

が
あ
る
。
蓬
や
根
笹
が
生
い
茂
っ
て
軒
を
囲
み
、
屋
根
は
雨
漏
り

が
し
、
壁
は
落
ち
て
狐
や
狸
が
よ
い
寝
場
所
に
し
て
い
る
。
名
を

幻
住
庵
と
い
う
。）

　

幻
住
庵
の
傍
ら
に
現
在
で
も
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
が
、
こ
の
神

社
が
八
幡
神
社
（
近ち

か

津つ

尾お

八
幡
社
）
な
の
で
、
芭
蕉
が
安
堵
し
て
い

る
様
子
を
う
か
が
う
事
が
出
来
る
。

　

平
成
十
九
年
（
２
０
０
７
）
二
月
二
十
二
日
、
全
国
に
お
け
る
神

社
鎮
座
数
は
四
〇
四
〇
四
社
で
あ
る
と
、
神
社
本
庁
の
全
国
神
社
祭

祀
祭
礼
総
合
調
査
の
デ
ー
タ
が
、
朝
日
新
聞
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
。

そ
の
鎮
座
数
の
内
訳
で
、
最
も
鎮
座
数
の
多
い
の
は
八
幡
社
系
列
神

社
で
七
八
一
七
社
、
次
い
で
伊
勢
神
宮
系
列
神
社
で
、
鎮
座
数
が

四
四
二
五
社
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
八
幡
社
系
列
神
社
の
鎮

座
数
が
、
伊
勢
神
宮
系
列
神
社
の
鎮
座
数
の
凡
そ
二
倍
で
あ
る
と
い

う
事
は
、
そ
れ
だ
け
八
幡
社
関
係
神
社
の
信
者
が
多
い
と
い
う
事
に

な
ら
な
い
か
。
そ
し
て
伊
勢
神
宮
の
神
仏
混
淆
を
嫌
う
唯
一
神
道
制

度
に
対
し
て
、
反
発
不
満
を
抱
い
て
い
る
者
が
多
い
と
い
う
事
を
意

味
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
、
あ
る
有
名
な
僧
侶
が
そ
の

制
度
に
反
発
し
て
、
内
宮
正
宮
直
前
に
近
づ
こ
う
と
し
て
禰
宜
達
に

阻
止
さ
れ
て
、
結
局
は
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
話
が
翁
草

（
安
永
七
年
・
１
７
７
８
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

伊
勢
神
宮
に
対
す
る
信
仰
心
が
厚
い
西
行
法
師
が
、「
大
神
宮
御

祭
日
詠
め
る
」
と
題
し
て
「
何
事
の
お
は
し
ま
す
を
ば
し
ら
ね
ど
も

か
た
じ
け
な
さ
に
涙
こ
ぼ
る
る
」
と
詠
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
西
行
法
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師
家
集
（
西
上
人
集
・
延
宝
二
年
・
１
６
７
４
刊
）
に
収
録
さ
れ
て

い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
神
前
に
近
付
け
な
い
は
ず
の
西
行
法

師
が
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
感
極
ま
る
歌
を
詠
む
事
が
出
来
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
江
戸
川
柳
に
、そ
れ
は
付つ

け

鬢び
ん

と
称
す
る
鬘か

ず
ら

を
被
っ
て
、

西
行
法
師
は
神
前
に
額
づ
き
、
そ
の
鬘
は
御
師
の
戸
棚
に
用
意
さ
れ

て
い
て
、
西
行
法
師
は
一
般
の
人
々
に
混
っ
て
参
詣
し
た
で
あ
ろ
う

と
し
、
江
戸
川
柳
（
誹
風
柳
多
留
）
は
「
付
鬢
で
涙
こ
ぼ
る
る
歌
を

詠
み
」
と
、
西
行
法
師
の
参
詣
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
だ
が
西
行

法
師
の
伊
勢
神
宮
参
詣
は
、
僧
尼
拝
所
か
ら
の
遥
拝
、
付
鬢
に
よ
る

参
拝
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
西
行
法
師
の
時
代
、僧
尼
拝
所
・

遥
拝
所
は
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

千
載
和
歌
集
巻
第
二
十
神
祇
歌
に
、
西
行
法
師
の
次
の
歌
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

高
野
の
山
を
住
み
う
か
れ
て
後
、
伊
勢
国
二
見
浦
の
山
寺
に

侍
り
け
る
に
、
大
神
宮
の
御
山
を
ば
神
路
山
と
申
す
、
大
日

如
来
の
御
垂
跡
を
思
ひ
て
よ
み
侍
り
け
る
。
円
位
法
師

　

深
く
い
り
て
神
路
の
奥
を
尋
ぬ
れ
ば

　

又
う
へ
も
な
き
峯
の
ま
つ
風
（
一
二
七
五
番
）

（
国
歌
大
観　

角
川
書
店
刊
）

　

円
位
法
師
と
は
西
行
法
師
の
事
で
あ
る
。
法
名
の
事
で
あ
る
。
右

の
歌
の
詞
書
「
大
日
如
来
の
御
垂
跡
（
迹
）」
は
、
両
部
神
道
の
思

想
で
あ
っ
て
、
西
行
法
師
は
こ
の
思
想
で
も
っ
て
、
右
の
歌
を
詠
ん

だ
事
に
な
る
。

　

西
行
法
師
の
神
道
に
対
す
る
思
想
は
、
本
地
垂
跡
（
迹
）
思
想
で

あ
っ
て
、西
行
法
師
は
こ
の
思
想
で
も
っ
て
伊
勢
神
宮
参
拝
に
臨
み
、

神
前
に
額
づ
い
て
参
詣
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
当
時
の

伊
勢
神
宮
に
は
、僧
尼
拝
所
や
遥
拝
所
等
は
設
け
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、

僧
尼
達
は
直
接
神
前
に
進
み
出
て
、
額
づ
く
事
が
出
来
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
西
行
法
師
も
直
接
神
前
に
進
み
出
て
、
そ
のか

た
じ
け

忝
な
さ
に

心
打
た
れ
、
涙
が
こ
ぼ
れ
出
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

十
数
年
程
前
の
事
で
あ
る
。
初
詣
で
で
内
宮
に
参
詣
し
た
時
、
突

然
背
後
正
宮
石
段
下
で
御
詠
歌
を
唱
え
る
声
が
し
て
、
吃
驚
仰
天
し

思
わ
ず
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
十
数
人
の
老
婦
人
が
全
員
揃
い
の
黒

い
紋
付
き
羽
織
を
来
て
、
手
に
数
珠
を
鳴
ら
し
て
合
唱
し
て
い
た
。

御
詠
歌
は
仏
教
信
者
が
仏
の
徳
を
称
え
て
合
唱
す
る
も
の
で
あ
る
と

心
得
て
い
た
か
ら
、
最
も
神
々
し
い
場
所
で
あ
る
内
宮
正
宮
直
前
で

そ
の
響
き
を
聞
こ
う
と
は
、
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
腰

を
抜
か
さ
ん
ば
か
り
に
驚
い
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
今

考
え
て
み
る
と
、
そ
の
老
婦
人
の
一
団
は
、
両
部
神
道
関
係
の
信
者

の
団
体
で
あ
っ
て
、
天
照
大
御
神
を
大
日
如
来
と
し
て
と
ら
え
、
御

詠
歌
を
合
唱
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

伊
勢
神
宮
は
江
戸
時
代
に
は
既
に
唯
一
神
道
に
属
し
て
い
た
か

ら
、
従
っ
て
松
尾
芭
蕉
は
野
ざ
ら
し
紀
行
で
記
し
て
い
る
如
く
、「
腰

間
に
寸
鉄
を
お
び
ず
、
襟
に
一
囊
を
か
け
て
、
手
に
十
八
の
珠
を
携

ふ
」
と
あ
る
か
ら
、
僧
侶
と
み
な
さ
れ
て
、
神
前
に
額
づ
く
事
が
許

さ
れ
な
か
っ
た
。こ
の
よ
う
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
松
尾
芭
蕉
が
、
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全
く
思
い
が
け
な
い
情
景
に
出
会
っ
た
。
元
禄
元
年
の
笈
の
小
文
旅

行
で
、
同
伴
者
坪
井
杜
国
と
落
ち
合
う
為
に
、
伊
勢
に
赴
い
た
時
、

外
宮
の
神
垣
の
辺
り
、外
宮
の
館た

ち

で
涅ね

槃は
ん

像ぞ
う

を
拝
す
る
事
が
出
来
た
。

外
宮
の
神
垣
の
辺
り
は
、
最
も
仏
事
を
忌
む
所
だ
と
芭
蕉
は
思
っ
て

い
た
の
で
、
芭
蕉
は
「
神
垣
や
お
も
ひ
も
か
け
ず
ね
は
ん
ぞ
う
」
と

詠
ん
だ
。
笈
の
小
文
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

涅
槃
像
と
は
釈
迦
如
来
入
滅
の
像
（
絵
）
の
事
で
、
二
月
十
五
日

釈
迦
如
来
入
滅
の
日
、
各
寺
院
で
こ
の
像
（
絵
）
を
掲
げ
、
釈
迦
如

来
の
霊
を
弔
う
の
で
あ
る
が
、
松
尾
芭
蕉
は
図
ら
ず
も
、
し
か
も
外

宮
の
館
で
、
そ
の
涅
槃
像
を
拝
す
る
事
が
出
来
た
と
感
動
し
て
詠
ん

だ
の
で
あ
る
。
館
と
は
伊
勢
神
宮
で
神み

饌け

を
奉
仕
す
る
最
も
神
聖
視

さ
れ
た
童
女
が
詰
め
る
建
物
で
あ
る
か
ら
、
芭
蕉
が
驚
き
感
動
し
て

句
を
詠
む
の
も
無
理
は
な
い
。

　

伊
勢
神
宮
へ
の
厚
い
信
仰
心
を
持
ち
な
が
ら
も
、
法ほ

つ

躰た
い

人に
ん（

僧
侶
）

的
出い

で

立た
ち

で
あ
る
為
、
神
前
に
近
付
く
事
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
松
尾
芭

蕉
が
、
何
故
に
六
回
以
上
も
伊
勢
参
詣
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

勿
論
そ
れ
は
伊
勢
神
宮
に
対
す
る
松
尾
芭
蕉
の
信
仰
心
の
厚
さ
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
伊
勢
神
宮
参
詣
の
最
大
の
原
因
は
、
西
行
法

師
と
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

西
行
法
師
は
治
承
四
年（
１
１
８
０
）か
ら
文
治
二
年（
１
１
８
６
）

に
か
け
て
、
約
六
年
間
伊
勢
に
滞
在
し
て
い
る
。
初
め
は
二
見
浦
の

安
養
山
に
草
庵
を
結
び
、
後
に
神
路
山
の
山
麓
谷た

に

間あ
い

（
後
世
西
行
谷

と
称
せ
ら
れ
た
所
）
に
草
庵
を
結
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
西
行
法
師

は
伊
勢
に
滞
在
す
る
に
当
た
っ
て
、
次
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
本
地

垂
迹
思
想
に
則
っ
て
の
歌
で
、
山
家
集
下
雑
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

伊
勢
に
罷ま

か

り
た
り
け
る
に
、
大
神
宮
に
ま
ゐ
り
て
詠
み
け
る

　

榊さ
か
き

葉ば

に
心
を
掛
け
ん
木ゆ

綿ふ

し
で
て

　

お
も
へ
ば
神
も
仏ほ

と
け

成な
り

け
り
（
一
二
二
三
番
）

　

西
行
法
師
は
伊
勢
滞
在
中
に
、
二
十
五
首
詠
ん
で
い
る
。
松
尾
芭

蕉
は
伊
勢
滞
在
中
に
、
二
十
四
句
詠
ん
で
い
る
。
芭
蕉
詠
句
二
十
四

句
の
う
ち
七
句
が
、
西
行
法
師
に
因
ん
で
の
詠
句
で
あ
る
。
関
係
す

る
西
行
法
師
の
歌
及
び
故
事
と
芭
蕉
の
句
と
を
掲
げ
る
。

１
．
深
く
い
り
て
神
路
の
奥
を
尋
ぬ
れ
ば
又
う
へ
も
な
き
峯
の
ま
つ

風
（
千
載
和
歌
集
巻
第
二
十
神
祇
歌
・
一
二
七
五
番
）

（
芭
蕉
）
暮
て
外
宮
に
詣ま

う
で

侍は
べ

り
け
る
に
、
一い

ち

ノ
華と

り
ゐ表

の
陰か

げ

ほ

の
く
ら
く
、
御み

燈あ
か
し

処と
こ
ろ

�ど
こ
ろ

に
見
え
て
、「
ま
た
上う

へ

も
な
き
峯み

ね

の

松
風
」
身
に
し
む
計ば

か
り

、
ふ
か
き
心
を
起
し
て
、

　
　

み
そ
か
月
な
し
千ち

と
せ
の
杉
を
抱だ

く

あ
ら
し	

（
野
ざ
ら
し
紀
行
）

２
．
西
行
法
師
、
江
口
の
遊
女
と
の
故
事
。（
撰
集
抄
）

（
芭
蕉
）
西
行
谷
の
麓
に
流
あ
り
。
を
ん
な
ど
も
の
芋
あ
ら

ふ
を
見
る
に
、

　
　

芋
洗
ふ
女
西
行
な
ら
バ
哥
よ
ま
む	

（
野
ざ
ら
し
紀
行
）

３
．
同
じ
く
西
行
法
師
、
江
口
の
遊
女
と
の
故
事
。
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（
芭
蕉
）そ
の
日
の
か
へ
さ
、あ
る
茶
店
に
立
ち
寄
り
け
る
に
、

て
ふ
と
云い

ひ

け
る
を
ん
な
、「
あ
が
名
に
発
句
せ
よ
」
と
云
て
、

白
き
き
ぬ
出い

だ

し
け
る
に
、
書か

き

付つ
け

侍
る
。

　
　

蘭
の
香
や
て
ふ
の
翅つ

ば
さ

に
た
き
物
す	

（
野
ざ
ら
し
紀
行
）

４
．
何
事
の
お
は
し
ま
す
を
ば
知
ら
ね
ど
も
か
た
じ
け
な
さ
に
涙
こ

ぼ
る
る
（
西
行
法
師
家
集
）

（
芭
蕉
）
西
行
の
な
み
だ
を
し
た
ひ
、増
賀
の
信ま

こ
と

を
か
な
し
む

　
　

何
の
木
の
花
と
も
し
ら
ず
匂
ひ
か
な	

（
笈
日
記
）

５
．
昔
、
増
賀
上
人
と
い
ふ
人
い
ま
そ
か
り
け
る
。
あ
る
と
き
只
一

人
伊
勢
大
神
宮
に
詣
で
て
祈
請
し
給
ひ
け
る
に
、
着
給
ひ
け
る

小
袖
衣
、
み
な
乞
食
ど
も
に
ぬ
ぎ
く
れ
て
、
一
重
な
る
物
を
だ

に
も
身
に
か
け
た
ま
は
ず
、
赤
裸
に
て
下
向
し
給
ひ
け
る
。

	
	

（
撰
集
抄
・
増
賀
聖
故
事
）

　
　

は
だ
か
に
は
ま
だ
衣
更
着
の
あ
ら
し
哉	

（
笈
の
小
文
）

６
．　
　

伊い

勢せ

の
二ふ

た

見み

の
浦う

ら

に
、
さ
る
様や

う

な
る
女め

の
童わ

ら
は

ど
も
の
集あ

つ

ま

り
て
、
わ
ざ
と
の
こ
と
と
お
ぼ
し
く
、
蛤

は
ま
ぐ
り

を
と
り
集あ

つ

め
け

る
を
、
い
ふ
甲か

斐ひ

な
き
蜑あ

ま

人
こ
そ
あ
ら
め
、
う
た
て
き
こ

と
な
り
と
申ま

う
し

け
れ
ば
、
貝か

ひ

合あ
は

せ
に
京
よ
り
人
の
申
さ
せ
給た

ま
ひ

た
れ
ば
、
選え

り
つ
ゝ
採と

る
な
り
と
申ま

う
し

け
る
に

今い
ま

ぞ
知し

る
二ふ

た

見み

の
浦
の
は
ま
ぐ
り
を
貝か

ひ

合あ
は

せ
と
て
覆お

ほ

ふ
な
り
け

り	

（
山
家
集
下
雑　

一
三
八
六
番
）

（
芭
蕉
）
蛤

は
ま
ぐ
り

の
ふ
た
み
に
別わ

か
れ

行ゆ
く

秋あ
き

ぞ	

（
奥
の
細
道
）

７
．
西
行
上
人
二
見
浦
に
草
庵
を
結
び
て
、
浜
荻
を
折
り
し
き
た
る

様
に
て
、
あ
は
れ
な
る
す
ま
ゐ
、
見
る
も
い
と
心
す
さ
む
さ
ま

な
り
…
…
硯
は
石
の
わ
ざ
と
に
は
あ
ら
で
、
も
と
よ
り
水
い
る

る
と
こ
ろ
な
ど
窪
み
て
、
硯
の
や
う
な
る
が
筆
置
く
所
な
ど
も

あ
る
を
置
か
れ
た
り
。	

（
西
行
談
抄
）

（
芭
蕉
）
硯
か
と
拾
ふ
や
く
ぼ
き
石
の
露

	

（
元
禄
二
・
九
・
二
二
付
杉
風
宛
書
簡
）

　

西
行
法
師
を
敬
愛
し
、
そ
の
足
跡
を
辿
り
、
西
行
法
師
の
詠
歌
、

故
事
に
即
し
て
句
を
吟
じ
る
松
尾
芭
蕉
の
旅
行
は
、
伊
勢
に
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
野
ざ
ら
し
紀
行
の
旅
行
も
、
笈
の
小
文
の
旅
行
も
、

芭
蕉
の
足
を
、
西
行
法
師
の
足
跡
に
向
か
わ
せ
て
い
る
。

　

芭
蕉
は
野
ざ
ら
し
紀
行
に
、
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。
吉
野
に
赴

い
て
、
西
行
庵
跡
を
訪
れ
た
時
の
文
章
で
あ
る
。

西
上
人
の
草
の
庵
の
跡
は
、
奥
の
院
よ
り
右
の
方か

た

二
町
計ば

か
り

わ
け
入い

る

ほ
ど
、
柴し

ば

人び
と

の
か
よ
ふ
道
の
み
わ
づ
か
に
有あ

り

て
、
さ
が
し
き
谷
を

へ
だ
て
た
る
、
い
と
た
ふ
と
し
。
彼か

の

と
く
〳
〵
の
清
水
は
昔
に
か

ハ
ら
ず
と
み
え
て
、
今
も
と
く
〳
〵
と
雫し

づ
く

落お
ち

け
る
。（
西
行
上
人

の
草
庵
の
跡
は
、
奥
の
院
か
ら
右
の
方
へ
二
町
ほ
ど
草
深
い
道
を

分
け
入
っ
た
辺
り
、
柴
刈
り
の
行
き
来
す
る
道
だ
け
が
辛
う
じ
て
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通
じ
て
い
て
、
険
し
い
切
り
立
っ
た
谷
を
隔
て
て
、
向
こ
う
の
山

に
対
し
て
い
る
が
、
そ
の
奥
深
い
様
は
実
に
尊
く
感
じ
ら
れ
る
。

西
行
上
人
の
歌
で
名
高
い
あ
の
と・

く・

と・

く・

の
清・

水・

は
、
昔
と
変
わ

ら
な
い
と
見
え
て
、
今
も
と・

く・

と・

く・

と・

雫
が
落
ち
て
い
る
。）

　

山
家
集
無
収
録
で
あ
り
、
吉
野
山
独
案
内
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
西
行
法
師
は
吉
野
山
の
草
庵
で
、「
と
く

〳
〵
と
落
つ
る
岩
間
の
苔
清
水
汲
み
ほ
す
ま
で
も
な
き
住
居
か
な
」

と
詠
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
芭
蕉
も
こ
の
吉
野
の
地
に
お
い
て
、「
露

と
く
〳
〵
心
み
に
浮
世
す
ゝ
が
ば
や
」
と
詠
ん
で
お
り
、
野
ざ
ら
し

紀
行
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
西
行
法
師
の
こ
の
作
品
は
誤
伝
だ
と
さ

れ
て
い
る
が
、
松
尾
芭
蕉
が
そ
の
事
を
心
得
て
い
た
か
ど
う
か
は
不

明
な
が
ら
、
こ
の
「
と
く
〳
〵
の
清
水
」
の
表
現
が
芭
蕉
は
と
て
も

気
に
入
っ
て
い
た
と
見
え
、
米
沢
家
本
幻
住
庵
記
に
も
、「
た
ま
〳
〵

心
す
こ
や
か
な
る
時
は
、
薪た

き
ぎ

を
ひ
ろ
ひ
清
水
を
む
す
ぶ
。
こ
し
だ
・

ひ
と
つ
ば
の
み
ど
り
を
伝
ふ
と
く
〳
〵
の
雫
を
侘わ

び

て
、
一
炉
の
そ
な

へ
い
と
か
ろ
し
。」（
偶
に
心
の
元
気
な
時
に
は
薪
を
拾
い
、
清
水
を

汲
む
。
小
羊
歯
や
一
葉
の
緑
の
葉
を
伝
う
雫
に
、
西
行
法
師
が
「
と

く
と
く
の
」
と
詠
ん
だ
あ
の
「
と
く
と
く
の
清
水
」
の
侘
し
さ
を
慕

い
、
炉
一
つ
あ
る
だ
け
の
軽
々
と
し
た
暮
ら
し
で
あ
る
。）
と
記
し

て
い
る
。

　

西
行
法
師
は
仁
安
三
年
（
１
１
６
８
）
十
月
に
四
国
旅
行
に
出
発

し
、
崇
徳
上
皇
の
白
峰
御
陵
に
参
詣
し
、
善
通
寺
で
草
庵
を
結
び
、

越
年
し
て
弘
法
大
師
足
跡
を
巡
礼
す
る
が
、
芭
蕉
も
そ
れ
に
倣
っ
て

四
国
旅
行
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
芭
蕉
の
健
康
を
気
遣
っ
た

菅
沼
曲
翠
（
膳
所
藩
士
・
芭
蕉
門
人
）
に
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

元
禄
二
年
（
１
６
８
９
）
三
月
の
奥
の
細
道
旅
行
の
行
程
は
、
二

度
に
わ
た
る
西
行
法
師
の
奥
州
旅
行
の
行
程
と
全
く
一
致
し
て
い

る
。
奥
の
細
道
の
旅
行
目
的
は
、
陸
奥
の
歌
枕
を
尋
ね
る
事
に
あ
っ

た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
西
行
法
師
の
足
跡
を
辿
る
事
で
あ
っ
た
。
西

行
法
師
の
奥
州
旅
行
行
程
は
、
ま
ず
白
河
の
関
に
立
ち
寄
り
、
武
隈

の
松
・
衣
川
・
平
泉
中
尊
寺
へ
と
旅
を
進
め
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、

芭
蕉
も
そ
の
行
程
を
進
め
て
、
日
本
海
に
沿
っ
て
北
陸
道
を
歩
み
、

美
濃
国
大
垣
に
辿
り
着
い
た
の
で
あ
る
。

　

西
行
法
師
は
能
因
法
師
を
慕
い
、白
河
の
関
に
ま
ず
立
ち
寄
っ
て
、

能
因
法
師
の
足
跡
を
辿
っ
て
陸
奥
を
歩
み
、
松
尾
芭
蕉
は
西
行
法
師

の
そ
の
足
跡
を
辿
っ
て
奥
の
細
道
旅
行
を
行
っ
た
。
言
わ
ば
松
尾
芭

蕉
の
奥
の
細
道
旅
行
は
、
能
因
法
師
・
西
行
法
師
の
旅
行
の
上
に
成

り
立
っ
た
の
で
あ
る
。
松
尾
芭
蕉
の
奥
の
細
道
旅
行
は
、
そ
の
紀
行

文
の
文
章
か
ら
、
江
戸
深
川
を
出
発
点
と
し
、
美
濃
国
大
垣
を
む
す

び
の
地
と
し
て
い
る
が
、
芭
蕉
の
心
の
中
の
出
発
点
は
白
河
の
関
で

あ
り
、
む
す
び
の
地
は
敦
賀
の
種い

ろ

の
浜
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

松
尾
芭
蕉
は
平
兼
盛
「
便た

よ
り

あ
ら
ば
い
か
で
都
へ
つ
げ
や
ら
む
け
ふ

白
河
の
関
は
こ
え
ぬ
と
」（
拾
遺
和
歌
集
巻
第
六
別　

三
三
九
番
）や
、

従
三
位
（
源
）
頼
政
「
都
に
は
ま
だ
青
葉
に
て
見
し
か
ど
も
も
み
ぢ

ち
り
志
く
白
河
の
関
」（
千
載
和
歌
集
巻
第
五
秋
歌
下　

三
六
四
番
）

を
白
河
の
関
で
思
い
浮
か
べ
る
の
で
あ
る
が
、
西
行
法
師
が
「
白
川
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の
関
屋
を
月
の
洩
る
影
は
人
の
心
を
留
む
る
成
り
け
り
」（
山
家
集

下
巻
雑　

一
一
二
六
番
）
と
詠
み
、
能
因
法
師
が
「
み
ち
の
く
に
ゝ

ま
か
り
下
り
け
る
に
白
川
の
関
に
て
よ
み
侍
り
け
る
」
と
詞
書
で
述

べ
、「
都
を
ば
霞
と
と
も
に
た
ち
し
か
ど
秋
か
ぜ
ぞ
ふ
く
し
ら
川
の

せ
き
」（
後
拾
遺
和
歌
集
第
九
覊
旅　

五
一
八
番
）
と
詠
ん
だ
事
も

思
い
浮
か
べ
て
、「
心
も
と
な
き
日
数
重か

さ
な

る
ま
ゝ
に
、
白
川
の
関
に

か
か
り
て
旅
心
定さ

だ
ま

り
ぬ
。」（
待
ち
遠
し
く
心
落
ち
着
か
な
い
旅
の
毎

日
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
白
河
の
関
ま
で
や
っ
て
来
て
、
や
っ
と
旅

に
徹
す
る
心
に
落
ち
着
い
て
来
た
）
と
奥
の
細
道
に
記
し
て
い
る
如

く
、
白
河
の
関
に
来
て
初
め
て
旅
行
を
続
け
て
行
く
決
心
を
す
る
。

そ
し
て
こ
の
白
河
の
関
同
様
、
能
因
法
師
や
西
行
法
師
が
足
跡
を
残

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
象
潟
も
芭
蕉
は
訪
れ
て
、
最
終
に
は
敦
賀

の
種
の
浜
に
立
ち
寄
っ
て
、「
潮
染
む
る
ま
す
ほ
の
小
貝
拾
ふ
と
て

色
の
浜
と
は
言
ふ
に
や
あ
る
ら
ん
」（
山
家
集
下
雑　

一
一
九
四
番
）

に
因
ん
で
、
芭
蕉
は
「
波
の
間
や
小
貝
に
ま
じ
る
萩
の
塵
」（
奥
の

細
道
）
を
吟
じ
て
い
る
。

　

奥
の
細
道
旅
行
の
種
の
浜
か
ら
先
の
、
芭
蕉
の
詠
句
は
全
く
見
ら

れ
な
い
。
敦
賀
か
ら
大
垣
ま
で
は
約
二
十
里
（
80
㎞
）
の
道み

ち

程の
り

、
当

然
木
之
本
・
春す

い

照し
ょ
う

・
関
ヶ
原
の
コ
ー
ス
を
取
っ
て
、
大
垣
に
入
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
間
の
芭
蕉
の
詠
句
は
、
奥
の
細
道
に
は

全
く
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
に
つ
い
て
『
お
く
の
ほ
そ
道
を

歩
く
・
大
垣
』（
角
川
書
店
）
に
は
、
こ
の
区
間
に
芭
蕉
の
詠
句
が

一
句
も
な
い
事
を
、「
芭
蕉
に
と
っ
て
千
年
以
上
前
の
壬
申
の
乱
は

あ
ま
り
に
遠
く
、
百
年
も
経
た
な
い
関
ヶ
原
の
合
戦
は
、
あ
ま
り
に

も
生
々
し
過
ぎ
て
、
句
作
に
な
ら
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、

貞
享
元
年
の
野
ざ
ら
し
紀
行
の
旅
行
で
は
、
関
ヶ
原
の
常
磐
御
前
の

塚
で
、「
義
朝
の
心
に
似
た
り
秋
の
風
」
と
吟
じ
、
不
破
の
関
で
は

「
秋
風
や
藪
も
畠
も
不
破
の
関
」
と
吟
じ
て
い
る
。
敦
賀
・
大
垣
間

は
、
西
行
法
師
の
歌
も
、
能
因
法
師
の
歌
も
全
く
詠
ま
れ
て
い
な
い
。

従
っ
て
奥
の
細
道
旅
行
に
関
す
る
芭
蕉
の
関
心
も
敦
賀
種
の
浜
ま
で

で
、
奥
の
細
道
旅
行
の
行
程
の
始
ま
り
と
結
び
は
、
白
河
の
関
に
始

ま
っ
て
敦
賀
種
の
浜
で
結
ば
れ
る
と
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

松
尾
芭
蕉
の
奥
の
細
道
旅
行
に
お
け
る
敦
賀
宿
泊
の
目
的
は
、
勿

論
種
の
浜
の
西
行
法
師
歌
枕
を
訪
ね
る
事
に
あ
っ
た
が
、
芭
蕉
に
は

更
に
も
う
一
つ
の
宿
泊
の
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
気
比
の
松
原
か

ら
、
八
月
十
五
夜
の
月
を
鑑
賞
す
る
事
で
あ
っ
た
。

　

敦
賀
の
気
比
の
松
原
は
、
駿
河
国
三
保
の
松
原
・
筑
前
国
虹
の
松

原
と
共
に
、
日
本
三
大
松
原
と
言
わ
れ
、
月
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
事

は
、
松
尾
芭
蕉
の
俳
諧
活
動
に
お
け
る
最
も
重
要
な
活
動
の
一
つ
で

あ
っ
て
、
貞
享
四
年
（
１
６
８
７
）
八
月
の
鹿
島
紀
行
、
元
禄
元
年

（
１
６
８
８
）
八
月
の
更
科
紀
行
は
、
共
に
八
月
十
五
夜
の
月
の
鑑

賞
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

芭
蕉
は
八
月
十
五
夜
の
気
比
の
松
原
の
月
の
鑑
賞
の
為
に
、
前
日

の
八
月
十
四
日
敦
賀
到
着
と
い
う
時
間
調
整
を
行
っ
て
、
宿
に
泊
っ

た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
八
月
十
四
日
は
殊
更
に
月
が
晴
れ
て
、
芭
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蕉
は「
国
〴
〵
の
八
景
更
に
気
比
の
月
」（
荊
口
句
帳
）と
詠
み
、国
々

に
は
近
江
八
景
と
か
伊
賀
の
八
景
と
か
、
八
景
と
称
す
る
様
々
な
美

観
を
呈
す
る
場
所
が
あ
る
が
、
こ
の
気
比
の
海
や
気
比
神
宮
の
上
に

出
る
月
の
美
観
は
殊
更
で
あ
る
と
興
奮
し
て
、
宿
の
主
人
に
「
明
日

の
夜
も
か
く
あ
る
べ
き
や
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
宿
の
主
人
は
「
越

路
の
な
ら
ひ
、
猶
明
夜
の
陰
晴
は
か
り
難
し
」
と
言
っ
て
、
芭
蕉
の

不
安
を
煽あ

お

る
。
案
の
定
翌
十
五
日
は
終
日
降
雨
で
、「
名
月
や
北
国

日
和
定
め
な
き
」
の
句
を
芭
蕉
は
得
た
。

　

松
尾
芭
蕉
は
八
月
十
四
日
の
夜
、
宿
の
主
人
に
勧
め
ら
れ
て
、
気

比
神
宮
に
夜
参
し
て
い
る
が
、
こ
の
気
比
神
宮
参
詣
も
、
敦
賀
宿
泊

目
的
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
松
尾
芭
蕉
が
気
比
神
宮

に
つ
い
て
の
知
識
を
、
ど
れ
程
心
得
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
逸
文
越
前
国
風
土
記
に
「
風
土
記
に
云
は
く
、
気
比
の
神
宮

は
宇
佐
と
同
体
な
り
。
八
幡
は
応
神
天
皇
の
垂
跡
、
気
比
の
明
神
は

仲
哀
天
皇
の
鎮
座
な
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
気
比
神
宮
が
宇
佐

神
宮
と
同
体
で
あ
る
と
い
う
事
か
ら
、気
比
神
宮
は
八
幡
神
社
系
統
、

即
ち
両
部
神
道
系
統
で
あ
り
、
芭
蕉
は
逸
文
越
前
国
風
土
記
の
内
容

を
心
得
て
い
て
、
心
置
き
な
く
気
比
神
宮
を
参
詣
す
る
事
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

幾
度
も
述
べ
る
事
で
あ
る
が
、
松
尾
芭
蕉
の
旅
行
は
西
行
法
師
の

旅
行
あ
っ
て
の
旅
行
で
あ
っ
て
、
西
行
法
師
の
旅
行
が
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、
ま
た
芭
蕉
が
敬
愛
す
る
西
行
法
師
の
存
在
が
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、
芭
蕉
の
旅
行
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
い
や
、
芭
蕉
の
旅
行
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　

松
尾
芭
蕉
の
奥
の
細
道
旅
行
の
北
限
は
象
潟
で
あ
る
が
、
芭
蕉
は

西
行
法
師
の
陸
奥
で
の
足
跡
を
辿
っ
て
、
更
に
北
方
に
足
を
伸
ば
し

た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
幻
住
庵
記
（
米
沢
家
本
）
に
「
猶な

ほ

う
と
ふ
啼な

く

そ
と
の
浜
辺
よ
り
、ゑ
ぞ
が
千ち

し
ま
を
み
や
ら
む
ま
で
と
、

し
き
り
に
お
も
ひ
立た

ち

侍は
べ

る
」（
善う

知と

烏う

の
鳴
く
外
の
浜
辺
か
ら
、
蝦え

夷ぞ

の
千
島
を
眺
め
や
る
所
ま
で
行
き
た
い
も
の
だ
と
し
き
り
に
心
が

逸
っ
た
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
外
の
浜
は
卒
都
の
浜
と
も
表
記
し
、

津
軽
半
島
中
央
部
に
あ
っ
て
、
陸
奥
湾
に
面
し
て
お
り
、
西
行
法
師

の
歌
枕
で
あ
る
。
し
か
し
芭
蕉
の
健
康
を
気
遣
っ
て
曽
良
に
止
め
ら

れ
て
い
る
。

　

元
禄
三
年
（
１
６
９
０
）
四
月
六
日
か
ら
七
月
二
十
三
日
ま
で
の

松
尾
芭
蕉
の
幻
住
庵
滞
留
は
、
前
述
の
如
く
膳
所
の
門
人
菅
沼
曲
翠

が
芭
蕉
の
健
康
を
気
遣
っ
て
、
芭
蕉
の
四
国
行
脚
の
思
い
を
と
ど
ま

ら
せ
た
事
に
よ
る
。
幻
住
庵
の
屋
根
の
雨
漏
り
を
防
ぎ
、
垣
根
の
綻

び
を
繕
っ
て
、
芭
蕉
を
幻
住
庵
に
留
め
さ
せ
た
事
が
、
幻
住
庵
記
初

稿
本
に
記
さ
れ
て
い
る
。
曽
良
が
奥
の
細
道
旅
行
中
、
芭
蕉
の
外
の

浜
へ
の
旅
行
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
、
曲
翠
が
芭
蕉
の
四
国
へ
の
旅
行

を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
事
は
、
共
に
芭
蕉
に
よ
っ
て
幻
住
庵
記
に
記

さ
れ
て
い
る
が
、
芭
蕉
が
こ
の
幻
住
庵
記
に
書
き
と
ど
め
た
事
は
、

芭
蕉
の
二
人
に
対
す
る
愚
痴
に
も
思
え
る
が
、
芭
蕉
の
健
康
を
気
遣
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う
二
人
の
門
人
の
心
遣
い
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
芭
蕉
の
心
遣
い

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
西
行
法
師
行
脚
全
行
程
を
旅
す

る
松
尾
芭
蕉
の
、
無
念
の
気
持
ち
も
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
西
行
法
師

の
足
跡
を
辿
る
事
が
、
松
尾
芭
蕉
の
旅
行
の
目
的
の
全
て
で
あ
っ
た

事
も
色
濃
く
表
現
し
て
い
る
。

　

再
度
述
べ
る
事
に
な
る
が
、
松
尾
芭
蕉
の
六
回
以
上
の
伊
勢
神
宮

参
詣
は
、
勿
論
松
尾
芭
蕉
の
伊
勢
神
宮
に
対
す
る
厚
い
信
仰
か
ら
で

は
あ
る
が
、
西
行
法
師
の
六
年
間
の
伊
勢
滞
留
な
く
し
て
は
果
た
し

得
な
か
っ
た
事
と
思
わ
れ
る
。
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